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書
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ご
入
学
・
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
図
書
館
長
の

丸
山
ア
ヤ
子
で
す
。 

 

新
学
期
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
た
め
、

６
月
の
遅
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
休
業
期
間
中
、
今

ま
で
手
に
取
っ
た
こ
と
の
な
い
本
に
出
会
い
、
「
読
書
三
昧
」

の
日
々
を
送
ら
れ
た
学
生
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

本
学
の
図
書
館
は
、
学
生
や
教
職
員
の
た
め
の
教
育
保
育

研
究
の
場
で
あ
り
、
蔵
書
数
は
５
万
冊
以
上
、
視
聴
覚
教
材

も
多
く
あ
り
、
新
聞
が
９
紙
あ
り
、
日
々
更
新
し
て
い
ま
す
。 

保
育
者
に
な
る
た
め
の
専
門
書
は
も
ち
ろ
ん
、
実
習
に
困

ら
な
い
よ
う
に
絵
本
も
充
実
し
て
お
り
ま
す
。
一
般
教
養
関

連
の
本(

文
学
・
科
学
誌)

、
女
性
誌
、
旅
の
雑
誌
等
も
、
幅
広

く
揃
っ
て
い
ま
す
。 

図
書
館
は
「
知
的
財
産
」
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
を
大
い
に
利
用
し
、
仲
良
く
な
り
〝
自
分
の
目
で
見
、

自
分
の
頭
で
考
え
る
思
考
力
〟
を
養
い
、
幅
広
い
教
養
と
豊

か
な
人
間
性
を
身
に
つ
け
た
プ
ロ
の
保
育
者
に
な
っ
て
下
さ

い
。 

 
 
 
 
 
 
 

図
書
館
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸
山
ア
ヤ
子 

 

実
習
で
も
大
活
躍
！ 

 

～
図
書
館
活
用
の
ス
ス
メ
～ 

 

２
年
生
は
、
６
月
に
授
業
を
開
始
で
き
た
と
思
っ
た
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
保
育
所
実
習
が
始
ま
り
ま
す
ね
！
連
日

図
書
館
で
は
実
習
に
使
う
絵
本
や
紙
芝
居
を
選
ん
で
い
る

２
年
生
に
会
い
ま
す
。 

 

各
授
業
で
、
お
す
す
め
の
絵
本
が
紹
介
さ
れ
た
り
、
学

生
同
士
で
の
読
み
聞
か
せ
や
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
実

践
が
行
わ
れ
た
り
と
、
様
々
な
情
報
提
供
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、
実
際
に
借
り
る
時
に
な

る
と
迷
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。 

 

様
々
な
学
び
を
も
と
に
、
最
終
的
に
は
自
ら
が
選
び
ま

す
。
手
に
取
っ
て
、
中
身
を
見
て
声
に
出
し
て
み
て
、
こ

の
お
話
を
、
ぜ
ひ
実
習
先
の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
み
た
い

と
思
っ
た
本
や
紙
芝
居
を
借
り
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

 

図
書
館
に
は
そ
の
他
に
、「
運
動
遊
び
」
や
「
制
作
」
を

紹
介
し
た
本
、
実
習
日
誌
の
書
き
方
を
ま
と
め
て
い
る
本

な
ど
、
様
々
な
お
役
立
ち
書
籍
が
あ
り
ま
す
。
わ
ら
べ
歌

遊
び
や
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
の
情
報
に
特
化
し
た
本
な
ど
も
。

季
節
の
ア
イ
テ
ム
は
保
育
月
刊
誌
も
参
考
に
な
り
ま
す

よ
！
ぜ
ひ
図
書
館
を
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！ 

 

金
子 

智
昭 

先
生 

お
ス
ス
メ
の
本 

『
こ
と
ば
が
劈(

ひ
ら)

か
れ
る
と
き
』 

私
が
小
学
校
の
講
師
を
し
て
い
た
時
、
ト
ゥ
レ
ッ
ト
症
候

群
と
い
う
障
が
い
を
抱
え
た
４
年
生
の
男
の
子
に
出
会
い
ま

し
た
。
彼
は
自
分
の
意
思
に
反
し
て
突
然
大
き
な
声
で
叫
ん

で
し
ま
う
症
状
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
私
が
初
め
て
ク

ラ
ス
で
挨
拶
を
し
た
後
、
彼
は
私
に
歩
み
寄
り
、「
先
生
、
自

分
は
授
業
中
に
大
き
な
声
を
出
し
ち
ゃ
う
か
ら
、
先
生
の
こ

と
驚
か
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
気
に
し
な
い
で
授
業
を

進
め
て
く
だ
さ
い
。」
と
気
遣
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
自
ら

志
願
し
て
放
送
委
員
会
に
入
り
、
昼
休
み
の
集
会
や
放
送
で

は
、
自
分
の
言
葉
を
紡
ぎ
出
す
よ
う
に
懸
命
に
語
っ
て
い
ま

し
た
。
言
葉
の
障
が
い
を
受
け
入
れ
て
闘
う
彼
の
姿
に
胸
を

打
た
れ
ま
し
た
。 

保
育
・
教
育
現
場
で
は
、
こ
の
よ
う
に
先
天
性
の
難
聴
、

吃
音

き
つ
お
ん

や
場
面
緘
黙

ば
め
ん
か
ん
も
く

な
ど
の
発
達
上
の
問
題
、
突
発
的
な
ス
ト

レ
ス
な
ど
が
引
き
金
と
な
り
、
言
葉
を
思
う
よ
う
に
発
せ
ら

れ
ず
、
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。 

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
竹
内
敏
晴
氏
の
著
書
『
こ
と
ば
が

劈
（
ひ
ら
）
か
れ
る
と
き
』
で
す
。
竹
内
氏
は
舞
台
劇
の
演

出
家
で
あ
り
、
本
書
で
は
「
か
ら
だ
ほ
ぐ
し
運
動
」
な
ど
の

レ
ッ
ス
ン
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
閉
じ
た
言
葉
を
劈
（
ひ
ら
）

い
て
い
く
過
程
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
時
代
の
言
葉

の
大
切
さ
、
言
葉
と
身
体
の
深
い
関
係
、
子
ど
も
の
成
長
を

支
え
る
大
人
の
役
割
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
心
に
問
い
か

け
て
く
る
良
書
で
す
。 

第 10 号発行 

2020 年６月 24日 

 
 

図
書
館
の
窓
か
ら
見
え
る
紫
陽
花
が
美
し
く
咲

く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
雨
の
日
は
お
家
で
読
書

も
い
い
で
す
ね
♪
す
て
き
な
小
説
や
写
真
集
な
ど

お
気
に
入
り
の
一
冊
を
探
し
に
図
書
館
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。 

   

 

 

丸
山
ア
ヤ
子
図
書
館
長
よ
り 

～
学
生
の
み
な
さ
ん
へ
～ 

  

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

   



【 図書館だよりブックリスト】
毎号、みなさんの「今」に寄り添う本をご紹介。
ぜひ図書館に来て手に取ってみてくださいね。

わからないこと、知りたいことがあるときには、
図書館スタッフに遠慮なく声を掛けてください。

ご来館をお待ちしています！

2年生の皆さんはまもなく保育所実習が始まりますね。
図書館ではたくさんの絵本や紙芝居を用意しています。

でも・・・たくさんありすぎて選ぶのに迷ってしまう人！こんな心強い味方がありますよ！
図書館スタッフいちおしの「絵本案内の本」をご紹介します♪

この本では、保育の現場で行われている「読

み聞かせ」を子どもと保育者、または子ども同

士が、絵本の世界を楽しみあい、新たな感情

や行動が生み出されていく「読みあう」「読み

あい」活動と捉えています。

「読みあう」活動によって、1冊の絵本を読み

終えたあと、子どもたちの豊かな遊びや表現

が育まれていく様子が生き生きと紹介されて

います。

「からすのパンやさん」や「めっきらもっきらど

おんどん」など、絵本の世界に入り込み夢中

になって遊ぶ子どもたちの姿をのぞいてみてく

ださい。

“絵本の年間計画表年齢別 0,1, 2,3, 4,5歳”
（実践例付）も参考になります。

子どもと絵本を

つなげる

保育者の役割とは？

保育に携わる人へ

応援メッセージ！

即戦力まちがい

なし！読み聞か

せが得意になる

かも♪

「絵本は読んでもらった子どもたちの『たからも

の』になるばかりではありません。子どもたちとと

もに深く出会った絵本は、その絵本を声に出し

て読んだ保育者にとっても、一生の『たからも

の』になります。」

(はじめに—保育のなかに、「絵本というたからも

の」を！より抜粋）

保育の現場で子どもたちと向き合う先生たち

にどんなふうに絵本を選び、読んであげるべき

かを心を込めて伝えてくれる本です。

「読んでいるときに走り回ったりする子どもにど

のように対処したらいいですか」

「登場人物になりきってよんでもいいですか」

などの質問にも答えてくれます。巻末に年齢別

「子どもたちに読みたい絵本リスト」が付いてい

ます。

実習前に、年齢にあった絵本選びに悩むことも

多いと思います。

この本は、子どものこころによりそって絵本を

選ぶことの大切さとその視点について丁寧に教

えてくれます。

じっくり読んでいくと、こどもの発達の道筋とそ

のときに必要な絵本がとても良くわかり、自信を

もって絵本を選べるようになると思います。

また、長年読み継がれてきたロングセラー絵

本のブックガイドとしても、年齢別に大変わかり

やすくまとめられています。じっくり読む時間が

ないという人も、ぱらぱらとページをめくってみ

ると、たくさんのヒントが得られる専門書です。

巻末に付いている表「発達の道すじと絵本の

例」も参考になりますよ。

「新版 保育と絵本」

瀧 薫 著

「保育のなかの絵本」

正置 友子 著

6月

「よくわかる！絵本の選び方・読み方

0～5歳子どもを育てる『読み聞かせ』実践ガイド」

児玉 ひろ美 著
読み聞かせの実践のガイドブックです。

読み聞かせの基本、読み聞かせ前後の手遊び、

年齢別読み聞かせのプログラム例と実践例が

ポイントを押さえ、わかりやすくまとめられており、

すぐに実習で役立てられそうです。

異年齢グループへの読み聞かせについても書

かれていて参考になります。

豊富なイラストとともに、テーマごとの絵本もフ

ルカラーで紹介。眺めているだけでも楽しい・・・い

えいえ、とっても読みやすいのでぜひ読んでくださ

いね！

巻末の「読み聞かせあるあるQ＆A」も保育者な

らではの現場での悩みを解決するヒントがたっぷ

り！

巻末の“お役立ちシート集”「お話の記録」や「読

み聞かせチェックシート」を活用して、自分だけの

読み聞かせ記録集を作るのもおすすめです。

ロングセラー絵本の

よさを知ろう！

「絵本から広がる遊びの世界

読みあう絵本」

読みあう活動研究会 著


